
千葉県主催

新しい生活様式やポストコロナにおける農泊推進、効果的な情報発信、
新たなターゲットへのアプローチ方法、魅力ある体験プログラムの開発等、
具体的に活用いただけるテーマについて、講師による研修会を、また、
ご参加の皆様に取組みの紹介、成功事例、課題等を共有いただき、今後の
活動の参考としていただけるような交流会を、オンラインで開催します！！

対象者
千葉県内の農泊実施団体、農泊施設等の事業者様、市町村ご担当者 等

参加無料

農泊オンライン研修会・交流会開催のお知らせ

タイムスケジュール・活動内容
※進行状況等により変更になる場合がございます。

令和４年３月２日（水）

研修会 １３：００〜１４：３０
１２：４５
１３：００
１３：０５
１３：１０

１４：２０
１４：３０

接続開始
開会
本研修会・交流会の説明等 （株式会社農協観光千葉支店）
研修会

テーマ：コロナ禍における農泊による新たな地域づくりの可能性
主な研修内容：農泊の政策・観光・地方創生の動向、withコロナ時代の農泊

地域・消費者動向、泊食分離、空き家、別荘、農泊施設の
インターネット活用 など

講師 ※予定
大野 彰則氏（一般社団法人日本ファームステイ協会事務局長、

株式会社百戦錬磨農泊事業部長）
研修内容に関する質疑応答
終了予定

交流会 １４：４０～１６：００
１４：４０

１５：５０
１６：００

交流会
テーマ：コロナ禍でもできる農泊の取組み
主な交流会内容：実践者による事例紹介や現状の課題の共有、新型コロナ

ウイルス感染症対策、コロナ禍における旅行者のターゲットや
有効なプログラム、千葉県内のSDGs事例紹介 など

出演者 ※予定
坂尾 英彦 氏（銚子市在住 Hennery Farm代表、銚子アグリツーリズム

推進協議会会長）
石毛 麻里子氏（銚子市在住 Lindo-tomaco,Farm＆Mariko's Little 

Kitchen代表、農業女子）
清水 寿一 氏（四街道市在住 一般社団法人全国農協観光協会 特別講師）
金子 衛 氏（ファシリテーター 一般社団法人全国農協観光協会）

交流会に関する質疑応答
終了予定

開催終了



(お申し込み) メール：s.mamoru.kaneko@i-znk.jp
または FAX：０３－５２９７－０２６０

①下記申込書に必要事項をご記入のうえ、ご返信ください。（メールまたはFAX）
○メール：申込書に記入し、 s.mamoru.kaneko@i-znk.jpへ
○FAX： 申込書に記入し、03-5297-0260へ
※お申し込みは開催日の前々日までとなります。
※研修会、交流会どちらかのご参加でもお申し込みが必要となります。

②各開催日前日までにご参加URL、参考資料等をお送りいたします。
③開催当日ご参加ください。
④開催後に関係者向けの見逃し配信を予定しています。詳細は追ってご案内いたします。
【注意事項】
・関係者向けの見逃し配信用に、研修会及び交流会の録画、録音を行います。
・オンライン研修の受講に係る機材及びネットワーク環境は受講者にてご用意願います。
・オンライン研修の受講に係る通信費等は受講者の自己負担となります。

申込者情報 ※複数人のお申し込みの場合、お申込者さま全員の情報をご記入願います。

オンライン研修会・交流会お申し込みから受講までの流れ

オンライン研修会・交流会参加申込書

研修会・交流会に関するお問い合せ ０８０－４００２－７４９４

事業実施：株式会社農協観光（担当：事務局 荒、金子）

講師紹介
・大野 彰則氏

農泊地域づくり、地域資源・食を活かした農泊商品造成、ネット集客販売、経営体制整備等のトー
タルコーディネート・コンサルティングに従事しています。

・坂尾 英彦氏
キャベツとトウモロコシを大規模に生産しており、廃棄ゼロ・子供たちへの農業体験を通じて「持
続可能な農業」に取り組んでいるほか、築９０年の古民家も運営しています。

・石毛 麻里子氏
トマト・セロリ・キャベツ・とうもろこしなど栽培のほか、農業体験の提供、さらには農家レスト
ランも経営しており、生産から加工・サービスの提供まで６次産業化を実践しております。

受講URL受信用

（チ ェック☑ してくだ さい）
□研修会及び交流会 □ 研修会のみ □ 交流会のみ

事務局への連絡事 項
農泊に関する質問その他連絡事項があればご記入ください。

お申し込み受付は終了しました


